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令和５年度 第２回花見川区支え合いのまち推進協議会議事要旨 

 

日 時 令和５年１２月１５日(金) 午後３時～午後５時  

                                   場  所 花見川保健福祉センター３階大会議室          

出席委員数 ２２人   

欠席委員数  ３人   

傍聴人   ０人   

事務局   ８人     

 

【１】次第 

１ 開会 

２ 委員長挨拶 

３ 区長挨拶 

４ 会議の公開について 

５ 議題 

（１）第５期花見川区支え合いのまち推進計画の進捗状況（令和５年度）中間報告について 

（２）花見川区支え合いのまち推進協だより（第２５号）原稿案について 

 (３) 花見川区支え合いのまち推進協議会委員の改選について 

６ 報告事項 

（１） 第５期花見川区支え合いのまち推進計画の一部見直しについて 

（２） 支え合いのまち推進計画の令和４年度の推進状況について【再掲】 

７ その他 

８ 閉会 

 

【２】議事要旨 

  委員定数２５名のうち、３名の欠席と１名の代理出席を確認し開会した。 

  原田委員長挨拶後、中垣委員の退任と後任として花見川区町内自治連絡会から芝宮委員が就任した

ことを報告した。 

  事務局より、会議の公開について説明があり、傍聴人の入室、会議録の作成、ホームページ及び推進

協だより等への掲載のため、写真撮影、録音を行うことについて、また自治会等を通じ地域住民や公共

の場に公開させていただく旨、了承を得た。（今回傍聴人０名。） 

 

議題 

（１）第５期花見川区支え合いのまち推進計画の進捗状況（令和５年度）中間報告について 

  以後の議事進行は金子副委員長により行われた。 

  社会福祉協議会各地区部会（①検見川地区部会から②花園、③朝日ヶ丘、④犢橋、⑤こてはし台中学

校区、⑥幕張・武石、⑦花見川、⑧花見川第２、⑨こてはし台、⑩天戸中学校区、⑪さつきが丘・宮野

木台、⑬畑、⑭あんしんケアセンター花見川、⑮あんしんケアセンター花園）の順で、資料１に基づき

報告。 

  なお、以下の地区部会 ⑧花見川第２、⑪さつきが丘・宮野木台は欠席のため事務局である千葉市社

会福祉協議会花見川区事務所（布留川）から説明。 

   

議題 

（２）花見川区支え合いのまち推進協だより（第２５号）原稿案について 

 議題（２）以降の進行は原田委員長により行われた。 

  千葉市社会福祉協議会花見川区事務所（猪野所長）から「資料３ 推進協だより（第２５号）原稿案」

について説明があった。 

  今回の紙面構成としては、支え合いのまち推進計画に基づき、地域の取組である地域活動を中心に掲

載予定である。社会福祉協議会地区部会、あんしんケアセンター、障害者福祉作業所、町内自治会、花

見川区社会福祉協議会の活動を１面から４面にかけて掲載し、４面下段は、花見川区健康課の取組内容

を掲載予定である。 
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  なお、発行時期は、令和６年３月中旬を予定している。 

 議題 

 （３）花見川区支え合いのまち推進協議会委員の改選について 

  事務局（大平主査）から、支え合いのまち推進協議会の任期満了（令和６年３月末）に伴う、委員改

選及び、各団体に対しての推薦について説明があった。 

 資料４「花見川区支え合いのまち推進協議会設置要綱」及び資料５「令和５年度花見川区支え合いのま

ち推進協議会委員名簿」を用い、委員構成についての提案を行った。幕張本郷中学校区、幕張町は社会

福祉協議会地区部会が未設置であることから、町内自治会連合会からの推薦は幕張本郷、幕張町地区か

らの推薦が望ましい。また、目的団体別のバランスを考慮し、公募も含め、こどもの関係団体から推薦

をしてもらえるよう調整を図っていく予定である。 

  なお、令和６年度の第１回目の推進協議会の開催は、委員の改選時期となることから、令和６年８月

初旬としたい。現委員は、新委員が決まるまで、委員としての活動をお願いしたい。 

  

報告事項 

（１）花見川区支え合いのまち推進計画の一部見直しについて 

  事務局（大平主査）から資料６「 花見川区支え合いのまち推進計画」について説明があった。 

  令和５年度地域福祉計画中間見直しの年に合わせて、計画書の内容について一部見直しを行った。少

子・高齢化に関する人口データ、一人暮らし高齢者数、社会福祉協議会地区部会活動開催実績の数値、

及び区民意識に関するWEBアンケートの結果を最新の情報に更新した。 

  取組内容一覧表の変更箇所と見直し内容について説明。各項目の重点取組地区のうち、令和５年度に

幕張本郷中学校区地区部会が解散したため、幕張本郷中学校区の表記を削除。天戸中学校地区部会につ

いては、既に町内自治会等で取り組みが進んでいる災害への備えや防災訓練等を計画から外し、その他

の重点取組項目について充実をはかる方向で、見直しを行う予定である。なお、災害への備えは町内自

治会と一体となって活動していく。 

 

報告事項 

 （２）支え合いのまち推進計画の令和４年度の推進状況について 

  千葉市社会福祉協議会花見川区事務所（猪野所長）から支え合いのまち推進計画令和４年度の推進状

況について説明があった。 

  令和５年７月１２日に行われた「令和５年度 第１回花見川区支え合いのまち推進協議会」で報告し

た「花見川区支え合いのまち推進状況（令和４年度）」を地域福祉課に提出したものである。 

  なお、こちらについては、令和５年１１月２０日に開催された「第２回千葉市社会福祉審議会地域福

祉専門分科会」で報告された。 

 

＜質疑応答＞ 

 

原田委員長 議題（１）について、何か質問はありますか。 

 

中村委員 幕張、武石地区部会の報告における、医師によるオンライン認知症講座での医師に

ついて、医師の手配や、謝礼等について教えてください。 

鈴木委員 

（検見川） 

医師は現役の医師で認知症専門医です。あんしんケアセンターを通じて、探しても

らい、千葉市から正式に依頼したものです。報酬、謝礼などはなく受けていただきま

した。 

原田委員長 検見川地区とこてはし台中学校区地区の要支援者等への見守り活動、安否確認の活

動について、こてはし台中学校区地区では対象者を７５歳以上の独居または二人世帯

と定めているが検見川地区では対象者をどのように考えているか。他の地区の事例を

取り入れてみてはどうか。 

鈴木委員  見守り活動については、他の地区の取り組みなどを参考にしたうえで話し合ってい

る。地域性があり、なかなか他の地域をまねることが難しい。検見川地区にとっての

見守り活動の在り方についてアンケート調査を行う予定である。検見川地区の町内会

役員は新しい住民が多く、町の課題を把握しきれていないため、アンケートの結果を
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もって町内会に説明していきたい。対象者の範囲も未定である。個々では、ごみ出し

支援など個人的に行ってくれているが、町として取り組んでいく必要性は感じてい

る。 

中村委員 犢橋地区のこども食堂の再開とこども防災教室の具体的内容について教えてほし

い。天戸地区でもこども防災教室を行ったが、なかなかこどもが集まらなかった。 

小西委員 こども食堂は５年前までは、ほぼ毎日実施していた。コロナ感染症流行により中断

し、現在にいたる。かつての経験をいかして、令和６年には再開できるように検討を

している段階である。こども食堂に代わる取り組みとして、フードパントリーを年に

５回実施している。資金は地区部会の予算でやりくりしている。篤志家や農協からの

寄付もありがたくいただいている。カレー食堂は、お米とルーを子供たちに配った。

フードパントリーもカレー食堂も、困っている子供を想定しているが、来場したこど

もは制限を設けず受け入れている。 

こども防災教室の参加者は全体で50名、そのうちこどもが25名であった。 

事務局（石野補

佐） 

 

 

 

天戸中学校区、長津委員の発表のなかで、緊急通報システムの設置についての報告

がありました。緊急通報システムについて補足させていただきます。ただいま、申込

が多く、申請から装置の設置まで約３か月かかり、お待たせしている状況です。見守

りや孤独死防止の一環でもあることから、速やかに装置が設置できるように、高齢福

祉課に、伝えて参ります。 

複数の委員 

 

緊急通報システムは、一人暮らしの高齢者の安心のために、非常にいい制度だと思

うが、利用料や設置費用が無料であることなど、知らない人が多い。独居の高齢者に

もっと利用を推奨したほうがいい。周知が足りないのではないか。 

清水委員 

 

民生委員としては、毎年５月から行われる高齢者実態調査の前には、緊急通報シス

テムについて、必要と思われる高齢者には案内することを共有している。ただし、一

人暮らしの高齢者の中には、警備会社に自宅の鍵を預けることに抵抗を感じている方

も少なくない。そういった理由で利用されない方がいることも承知してほしい。 

折原区長  緊急通報システムの状況についての実態は承知しています。供給が追い付いていな

い状況は忸怩たる思いでおります。申し込みの際は、鍵の預かりと、協力員１名の登

録を要するのですが、天戸中学校地区に関しては、身寄りのない方の協力員を自治会

で担ってくださり、地域に即した取り組みを行っていただいております。 

 早期発見の意味では、宅配業者の見守りや訪問看護、訪問介護等のサービスも併せ

て連携を図っていきたい。緊急通報システムは需要の高いサービスであるので、スム

ーズに装置の設置がすすむよう、取り組んでいきます。 

折原区長 その他の事項について報告します。花見川区は今年に入り、火災がとても多くなっ

ています。年末年始に向けて火災予防のご協力をお願いたします。火災が発生して、

焼け出された方についての区の対応をお伝えします。親族等がいない場合は、地域づ

くり支援課に連絡が入り、その日に泊まれる場所を探します。集会所に協力をいただ

いたり、または公民館、区役所の和室などに泊まれるよう手配をしています。年末年

始に向けての火災予防につきまして、ご理解とご協力をお願いします。 

議題 

（２）花見川区支え合いのまち推進協だより（第２５号）原稿案について 

 (３) 花見川区支え合いのまち推進協議会委員の改選について 

 報告事項 

（１） 第５期花見川区支え合いのまち推進計画の一部見直しについて 

（２） 支え合いのまち推進計画の令和４年度の推進状況について 

上記項目について、質疑応答なし。 

 

（閉会） 

原田委員長が閉会挨拶し、午後５時００分、花見川区支え合いのまち推進協議会を閉会した。 

 


